
新商品「特定重度疾病共済～

身近なリスクにそなエ―ル～」

はどのような仕組み？

千厩支店　ＬＡ　菊池  亮

　 　三大疾病をはじめとした重い生活習慣病に
備える共済です。
　現在、重い病気の代表格である三大疾病は依然と
して日本人の死因の半数以上を占めているものの死
亡率は年々低下しており「死に至る病」から「治す・
付き合っていく病」へ変化しています。三大疾病や
症状が進行した生活習慣病などは入院・手術等の後
も通院やリハビリ等が長期にわたる事があり、治療
にかかる経済的な負担に備える必要があります。
　詳しくは、お近くのＪＡ各支店、
各出張所の共済窓口担当者または
ＬＡ（ライフアドバイザー）　  まで
お問い合わせください。
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職員を紹介します

今月の

“つくる”をテーマにＪＡ役員が
思いを綴ります

理事
鈴木  勝
（大東）

　春作業が本格化する中、新型コロナウイルスの感染
が拡大し農業経営にも各種の深刻な影響と混乱が広
がっています。
　学校給食の休止やイベント中止などによる農産物販
売市場の縮小や、式典などの中止による花き類の販売
量の減少、さらに海外からの部品輸入の遅れにより農
業機械供給への影響が予想されるなど生産から販売に
至るまで各方面に問題が生じ始めています。和牛や花
などを中心に農畜産物の需要は急減しており、一日も
早い終息を願うばかりです。
　さて、農業経営の規模拡大を図る上で、労働力不足
は深刻な問題となっています。高齢化の進展に伴い、農
業の働き手をどのように確保するかが課題となっていま
す。労働環境の整備、負担軽減への取り組み、農業生
産現場では常時雇用者が不足しているだけでなく、農業
経営の維持や担い手の規模拡大を効率的かつ積極的に
進める上で高齢者、主婦、学生、外国人等の農業支援
が求められています。当ＪＡはこの問題解決に向け「グ
リーンワーク」と「グリーンヘルパー制度」により安定
的な雇用労働力の確保の事業を展開していきます。

規模拡大は
労働力の確保
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伊東  孝浩

 
伊藤  美雪

センター長
菅原 正太郎
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昨年の滝沢小学校の田植えの様子

昨年の女性部講座の様子
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ＪＡ デイサービスセンター 〒 021-0901
一関市真柴字原下 4-1
TEL 0191-31-1538

〒 029-0803
一関市千厩町千厩字境田 153-12
TEL 0191-52-5668

Ｊ
Ａ
葬
祭
セ
ン
タ
ー
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
へ
の
対
応

૕ജ⛽ᜬࠍ⋡ᜰߡߒర᳇ߦ૕ᠲ
ストレッチで体をほぐした後は、「埴

はにゅう

生の宿」の
曲に合わせた体操で念入りに。
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今年度の活動の参考に利用者の体力測定をしま
した。
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　ＪＡ青年部は、地域農業の発展と食農教育活
動を通じた地域とのつながり強化を目指してい
ます。食農教育では、地域の幼稚園や小学校で
米や野菜作りの指導をしています。田植えや稲
刈り、ＪＡが無償で提供している野菜苗の植え
付けなど体験を通じ農業の楽しさや厳しさ、生
産者の思いを伝えています。子どもたちの興味
の芽を大切に育んでいきます。

　ＪＡ女性部は、ＪＡ全国
女性組織協議会の３カ年
計画「ＪＡ女性地域で輝
け５０万パワー☆」の中間
年度として結びつきの強
化を図ります。食と農を
基軸とした地域貢献活動
や学習活動を通じて「住
みよい地域社会づくり」
に取り組みます。

令和２年度の主な事業予定

 ４月 生活シーダー
  委嘱状交付式
 ８月 ちゃぐりん
  キッズフェスタ

 ９月 女性部講座
  （年３回 １１月、２月）

10月  生活シーダー研修会

12月 女性部大会並びに
  家の光大会

  女性部とＪＡ役員
  との意見交換会
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